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タリバン政権の崩壊と難民の帰還

タリバン政権が2001年9月11日を機に

崩壊するや否や、20年以上にわたって

主に隣国のパキスタンとイランで亡命生

活を余儀なくされていたアフガン難民達

が、文字通り怒涛のごとく故郷を目指し

て動き始めた。UNHCRは直ちに自主帰

還事業を立ち上げ、2002年以来現在に

至る4年半の間に、実に470万人が帰還を

果たした＊。何といっても大統領をはじ

め閣僚や議員の半数近くが、何らかの形

で帰還してきた人々である。これは

UNHCRの歴史に残る一大事業であり、

現行のUNHCR最大規模の自主帰還事

業であるに違いない。

僕は2005年の春、首都カブールに

UNHCRアフガニスタン事務所の副代表

として着任した。着任早々に各地方への

視察に出かけたのだが、治安の悪化が懸

念されるなか、現地はどこもかしこも活

気と活力に満ち溢れていた。「アフガニ

スタンが今まさに立ち直りつつある」の

を目撃し、また実感した。国の全人口の

20％近くに当たる膨大な数の人々が、破

壊された社会に短期間で一挙に帰還した

というのに、あまり混乱をきたしている

様子が見受けられないのが不思議でたま

らなかった。これはひとえにアフガン人

の家族、親族、部族、ひいては地域社会

の途方もなく根強い連帯感と、彼ら特有

のど根性の賜物である。帰還した難民達

はこれら様々なレベルの運命共同体に速

やかに吸収され、それをバネとして生活

基盤を徐々に再建している。

帰還民支援と復興・再建に向けた
取り組み

アフガニスタンにおけるUNHCRの活

動は、僕の21年にわたるUNHCRのキャ

リアでも最も効果効率的でかつ経済的な

ものといえる。その成功の鍵は、アフガ

ン人の器量と弾力性を見込み、当初から

支援するセクターを絞りこんだことにあ

る。

まず、帰還者全員に対し、小額ではあ

るが現金を一律に支給し、帰郷後すぐに

必用な様々な経費をまかなえるようにし

た。また、通常UNHCRがトラックやバ

スなどを手配し実施する大規模な帰還プ

ログラムの代わりに、それぞれの帰還家

族に対し交通費用を現金で一部補償し、

彼ら自身の交通手段による帰還を促し

た。こうした支援はアフガニスタン各地

に設けられた「帰還及び現金支給セン

ター」で行われ、そこを通過する際には、

支援を必要とする人々（身寄りのない女

性、子供や老人、障害者、貧困者など）

と彼らの定住ニーズを、UNHCRならび

に事業実施パートナー団体が見極めるこ

とができるようにした。

次にUNHCRが全力を注いだのは、支

援の必要な家庭を対象とした住宅（アフ

ガニスタンの伝統的な1DK泥煉瓦製住

居）の支給だ。これはNGOを通じて建

築資材を提供し、帰還民自身で建てられ

るよう支援するセルフヘルププロジェク

トである。過去4年半の間に、全国で実

に15万戸が建設され、現在も続いてい

る。

UNHCRの重要な使命である「（難民）

保護
プロテクション

」に関しては、人々の状況を直接

モニターするといったことより、新生の

アフガン人権委員会（Afghan Inde-

pendent Human Rights Commission）

の能力向上を積極的に支援し、一般市民

を対象とした人権保護活動に帰還難民の

保護を組み入れた。

とはいえ、UNHCRに出来ることは限

られている。国内どこにでもいる大量の

帰還難民の定着は、この国の復興・再建

と開発の如何にかかっている。「帰還民」

は我々が事業計画を立てたりする上で便

宜上使っている業界用語にすぎず、帰っ

てきた人々は皆立派な「アフガン市民」

だ。僕が副代表としてかなりの時間を割

いているのは、政府および国連の開発機

関に対し、「帰還民の中長期的な再定住

アフガニスタンレポート

アフガニスタン、UNHCRカンダハール事務所、

プログラム担当官のある一日

2006年9月某日

午前9：00 スタッフ・ミーティング

事務所所長より治安状況のアップデー

ト。周辺地域の治安が一層悪化したここ

6ヶ月、UNHCRスタッフが、現地視察
ミ ッ シ ョ ン

を行うことはほぼ不可能となっている。

現場に赴き、帰還民や国内避難民（IDP）

と接したり、UNHCRが支援しているプ

ロジェクトを直接モニターしたりできな

いことは、本当にもどかしい。もちろん、

治安上の問題や制限があるからといっ

て、帰還民やIDPの多くが、生活再建・

維持のための支援を必要としている現実

に変わりはない。今のところUNHCRは、

帰還民・IDPへの援助活動を続けていこ

うという現地パートナー組織の存在によ

り、帰還難民への補助金支給や住宅再建

支援プロジェクトなどの運営を継続する

ことができている。カンダハール事務所

の課題は、厳しい治安状況の下で、いか

に支援活動に従事する人員の安全に最大

限配慮しつつ、今後も帰還民やIDPが必

要としている支援を届けるかだ。

午前11：00 IDP帰郷支援に関する
ミーティング

カンダハール事務所が担当しているア

フガニスタン南部には、IDPキャンプが

合計4か所あり、約116,000人が生活して

いる。その多くは、部族対立や紛争を逃

れたり、旱魃のため生活基盤を失ったり

した人 （々特に遊牧民）だ。2002年以降、

UNHCRは他の援助機関と連携して、

IDPキャンプの設立と運営などへの支援

を行ってきたが、今年は活動の重点を

IDPの帰郷支援に置いている。

北部や西部など、比較的治安が安定し

復興・開発が進んでいる地域からのIDP

の中には、避難生活を終え、故郷で生活

再建に取り組むことが可能な人々がい

る。UNHCRは政府と協力して、出身地

域の状況に関する情報提供を行い、帰郷

を望む家族には、バス・トラックによる

交通・輸送支援と食糧を含む再定住支援

パッケージを提供している。しかし、

IDP帰郷プロジェクトをカンダハール事

務所が直接に実施するのは今年が初め

て。どんなに準備を整えたつもりでも、

次々と問題が発生し、常に迅速で的確な

対応が求められている。家畜がトラック

に乗り切らないという“小さな”ことで

も、IDPにとっては大問題なのだ。

今日は、帰郷地域と交通ルートの治安

が悪化したことにより、交通・輸送支援

を急遽中止しなくてはならなくなった。

UNHCRとしては安全上の懸念がある以

上、やむをえない決断だ。しかし、期待

を胸に帰郷の準備を進めてきた人々に

とって、このような予定変更は受け入れ

がたいこと。私もそれを告げるのは非常

につらい。結局、IDPの代表者に治安上

の問題とUNHCRの見解を再度説明し、

状況が改善され次第すぐに帰郷支援を開

始することを約束して、今回の予定変更

を納得してもらった。

13：00 ランチタイム

事務所でアフガン人スタッフと一緒に

昼食をとる。普段、アフガン人と直接に

話をする機会があまりないので、彼らの

日常生活の話を聞くことはとても楽し

い。今日は結婚式の話。伝統的なパシュ

トゥン族の家庭では、結婚式で初めて新

郎・新婦が顔を合わせるそうだ。何百人

ものお客さんを招待して、男女部屋をわ

けて長時間お祝いの宴が設けられるらし

い。新婚の同僚が嬉しそうに式の様子を

話してくれた。私たち国際スタッフは、

事務所と宿舎以外の場所には基本的に外

出禁止である。結婚式に参加できなかっ

たことが本当に残念だ。

15：00 最近の戦闘による避難民支援
に関するミーティングに参加

戦闘地域では多くの人々が家を追わ

れ、カンダハール市内などで避難生活を

余儀なくされている。UNHCRをはじめ

とした国連チームは、州政府の要請を受

けてこうした人々への食糧・物資支援を

準備しており、政府機関とのミーティン

グも毎日のように行われている。ミー

ティングで政府側より発表された避難民

の数は、ここ数日間のうちに倍増した。

しかし、実際の避難民の数や彼らの状

況・ニーズを正確に把握することは難し

い。私たちが現場にアクセスできないた

め、担当政府機関が提示する情報が頼り

だが、一方でその信頼性についての懸念

もある。本当に支援を必要としている

人々に物資が届くよう、より一層の協力

が必要だ。

20：00 UNHCR宿舎にて

数年前にカンダハール地域に避難した

IDPの帰郷・生活再建支援が進められる

一方で、新たな避難民への支援活動が必

要とされている現在のアフガニスタン南

部。窓から覗くカンダハールの町は相変

わらず美しく、一見普通の日常生活が営

まれているように思われる。しかし多く

の一般市民が、継続する戦闘活動に不安

と憤りを覚え、政府への失望や苛立ちを

募らせていることも伺える。こうした不

安定な現状は、難民の帰還やIDPの生活

再建にも影響を及ぼし、地域開発・再定

住支援などの援助活動の妨げにもなって

いる。アフガニスタンが、一体となって

治安を安定させ、アフガン市民が一日も

早く復興・開発に従事できるよう、そし

て私自身も実際により多くのアフガンの

人々に接し、この地域のことをもっと知

ることができるよう、現状の改善を心か

ら願っている。
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アフガニスタンの今
2001年9月11日、アメリカで起きた同時多発テロ事件をきっかけに、アフ
ガニスタンをめぐる状況は大きく変化した。タリバン政権の崩壊と暫定政権
の樹立、それにともなう大量の難民・避難民の帰還は、長期にわたる紛争
により破壊されたアフガニスタンに復興と再建の希望をもたらした。それか
ら5年が経った今、アフガニスタンはどのような状況にあるのか。平和へ向
けて長く厳しい道のりを歩んでいるアフガニスタンで、帰還民や国内避難民
支援に従事する3名のUNHCR日本人職員から、「アフガニスタンの今」を
伝えてもらった。
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（写真左）UNHCRの住宅建
築プログラムの下、受益者は
道具一式と鉄骨材や窓枠の
ような建築材料を提供され、
労働の多くを担う。
UNHCR/L.Slezic/
Global Aware

（写真上）カブールで英語を学
ぶパキスタンからの帰還民。
UNHCR/N.Behring/
07.2002
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アフガニスタン、UNHCRマザリシャリフ事務所、

保護官のある一日

2度目のアフガニスタン勤務

昨日は週2便あるカブールからの国連

機が欠航になった。マザリシャリフは晴

天であった。でも風が強く、確かに市内

は砂埃で若干霞んでいる。欠航理由は視

界不良。「え！こんなんで欠航になっ

ちゃうの？！」

こういうとき、アフガニスタンに帰っ

てきたなあ、と思う。私は今年の7月に

UNHCRマザリシャリフ事務所に保護官

として赴任した。実は2002年の10月か

ら2004年の9月まで、アフガン西部のヘ

ラートに2年間勤務していたので、2回

目のアフガニスタン赴任である。

私の仕事は、帰還民の人権保護活動が

中心である。帰還民はアフガン国民なの

で、多くの場合、帰還民が直面する問題

は、他の市民も直面する問題である。

よってわれわれの活動も、帰還民のみが

対象とはならない。アフガン人権委員会

とパートナーシップを組んで行う人権モ

ニタリング、アフガン女性の権利向上活

動のほか、土地の所有権をめぐる問題の

解決などに取り組んでいる。

人権保護と女性の地位向上

女性の地位向上は、もちろん簡単でな

い。先日はパキスタンから帰還してきた

女性が事務所に飛び込んできた。彼女は

18歳で、26歳の婚約者がいたのだが不

幸なことに亡くなってしまった。パシュ

トゥーン人の結婚は家同士の結婚の意味

合いが強いので、こういう場合、亡く

なった婚約者の兄弟と結婚することが多

い。彼女もそれは納得している。問題は、

若い24歳の義弟とではなく、49歳で妻

子もちの義兄の2番目の嫁となることを

強制されているという。さらに事態を複

雑にしているのは、それを強制している

のが、同じ家族から嫁をとった彼女自身

の実兄だということである。

UNHCRのパートナーである女性問題

専門のNGOに連絡し、彼女へのカウン

セリングおよび彼女の住む村内で長老を

交えた調停の可能性を探る。また、アフ

ガン女性の活動家のネットワークに連絡

し、そこからの働きかけも検討する。た

だこういう問題は部族の伝統や習慣が深

く関わっているので、即時解決が難しい

場合が多い。他にも部族の「名誉」を守

る為に虐待される女性や、12歳の少女の

結婚などの話が入ってきて暗澹たる気持

ちになる。我々にできるのは、地道に女

性の権利保護を訴え、市民社会のネット

ワークを構築し、コミュニティーや政府

に対し女性への暴力抑止の研修を含む啓

発活動を行ったり、生命に関わる緊急時

の避難先を確保したりすることだ。

UNHCRは私がヘラートにいた2003年

から積極的に女性問題にかかわってき

た。来春にはマザリシャリフにも女性の

臨時緊急避難所としてのシェルターが開

設される。UNHCRがパートナーとして

能力向上の支援をしてきた地元NGOが、

欧州からの資金を得て開設するのであ

る。道のりは長いが、このように

UNHCRの始めた活動が、他に受け継が

れていくのはありがたく、嬉しいことで

ある。

生活再建に向けて―人道支援から開発へ

私が働く北部のマザリシャリフの事務

所は、アフガン北部の9州を管轄し、4つ

のフィールド事務所を抱えている。恵ま

れているのは、他の地域より治安上の問

題が少なく、我々が動ける範囲が広いこ

と。もちろん、問題がないわけではない。

北東部のクンドゥースでは常に爆発物テ

ロの警告があるし、西部のファリヤブで

はコマンダー同士の抗争が絶えない。そ

のたびに行動規制が敷かれる。地元警察

の武装警護をつけなければ出張にいけな

い地域もある。それでもフィールドにで

て活動できることのありがたさを痛感す

る。

先週はクンドゥースにプログラム担当

の同僚とともに出張した。ランドクルー

ザーで約5時間の距離である。そこの地

域事務所で帰還民が集中している村の水

問題について説明を受ける。最終日に開

発省及びNGOの水関係の専門家ととも

に車で一時間半の距離にある村へ視察に

いく。朝7時出発。村は土漠を超えた山

間にあった。

村の人口のほとんどが帰還民で、

UNHCRの住宅再建支援を受けている家

族も多い。村人はロバとともに40分山を

登って井戸まで水を汲みにいく。これを

日に何度も繰り返す。水源を見に行くの

に、馬の背に揺られて40分。同僚は乗馬

ができるので一人で、私は村人が馬の手

綱を引いてくれる。実年齢は50歳らし

いがどう見ても80歳くらいにしか見えな

いアフガン人のおじいちゃんである。急

な勾配に息も絶え絶えで、大変申し訳な

く感じる。私が歩くからいいよ、と言っ

ても、客人には歩かせられない、とどこ

までもアフガン人である。

山の上の水源は手堀りの井戸で、問題

は地下の水量自体が減少していること

だった。今年は数年ぶりの旱魃が取り沙

汰されており、その影響もあるのかもし

れない。専門家は近辺を2－3箇所試掘す

ることを勧める。これでなにも出なけれ

ば、水はさらに半日歩く距離まで汲みに

行かねばならない。村の存続にかかわる

問題だ。プログラム担当の同僚と、この

井戸掘りをUNHCRのプロジェクトに組

み入れることを検討する。村人を臨時雇

いの労働力として活用するのだ。臨時と

はいえ、現金収入のほとんどない村人に

とっては貴重な機会となる。生活は家畜

を中心とした自給自足に春先の小麦栽培

である。今年は旱魃の影響で、この小麦

栽培も8割方だめだったらしい。なにせ

山の傾斜に種をまき、あとは雨が降るの

に任せるだけなのだ。雨がなければおし

まいである。井戸からの水は生活に使う

だけでいっぱいいっぱいだ。村には学校

もない。来年はがんばって小学3年生ま

ででも授業が受けられるようにしたい、

と村の長老はいう。

水もなければ学校もなければもちろん

診療所もない。車もないので病気になっ

たらクンドゥースまでロバで一日がかり

でいく。よくもまあ、ほんとにこんなに

何にもないところに帰ってくるものだと

思う。UNHCRはこのような人々をサ

ポートするために、住宅や水等の支援を

行い、人権保護活動を行う。ただそれは、

本当に必要最小限のことであって、帰還

民が本当に安定した生活を再建するため

には、復興開発が追いついてこなければ

ならない。そしてそれは、アフガニスタ

ンのような20年以上も戦争状態で国家

機能が破綻・崩壊した国ではとてもとて

も時間のかかることなのだ。開発の遅れ

は治安の悪化にもつながる。UNHCRが

関わるのは主に緊急人道支援の時期であ

る。人道支援から開発へのギャップを埋

める必要性は長く叫ばれている。でもア

フガニスタンで働いていると、その

ギャップが本当に深く、暗く、恐ろしい

ものだと実感する。その穴は、外からは

意外と見えにくいものだ。この国は今、

そこに足を進めているような気がしてな

らない。

土地所有をめぐる課題

クンドゥースからの帰り、プリクムリ

の地域事務所にも寄る。ここは土地を持

たない帰還民を対象に政府が土地を支給

する国家プロジェクトが一番進行してい

るところだ。でもプリクムリには土地に

絡んだ他の懸念もある。数週間前にパキ

スタンから帰還した約40世帯のパシュ

トゥーン人のコミュニティーと、同じく

帰還民であるハザラ人からなるコミュニ

ティーとの間で、土地所有権にかかわる

抗争がおき、ハザラ人コミュニティーの

何人かが負傷、家財道具にも火がつけら

れる事件があった。アフガン新月社と

UNHCRで家財道具を失った世帯へのテ

ントと日用品を支給する支援を行った

が、プリクムリ所長からの経過報告によ

ると、そのハザラ人の30家族がカブール

へ移動したとのこと。その理由などの詳

細を調査するため、マザリシャリフのオ

フィスからハザラ人の保護担当のスタッ

フを一両日中に派遣することを決める。

この国では20数年に及ぶ内戦のあい

だ政権交代が何度もあった関係上、同じ

土地が、別の人々に支給されることが起

こっており、両者とも異なる政権下で発

行された「正規の」土地所有証明書を

持っていることがさらに事態を複雑にし

ているケースが多い。また、地元の有力

コマンダーが帰還民の土地を不法占拠し

ていることはざらにある。UNHCRとし

てはせっかく帰還した難民がアフガン国

内でさらに避難せざるを得ない状況はな

んとしても避けたいことであり、この土

地所有をめぐる問題について、国際

NGOが運営する法律事務所とともに積

極的に取り組んでいる。それでもこの手

の問題解決には時間がかかる。カブール

の最高裁判所の裁定待ち、さらには大統

領の裁量待ちというケースもあるため、

地元政府やアフガン人権委員会にも働き

かけ、地元での抗争を防ぎ、同時にカ

ブールレベルでの裁定を促進することが

重要となる。

ふと時計を見ると4時である。セキュ

リティー上、出張から戻る場合には夜7

時までにマザリシャリフ市内にはいって

いること、という規定がある。市内まで

車を飛ばして2時間半なので、あわてて

出発。途中でタイヤがパンクして余計に

時間がかかる場合も想定し、少しでも時

間に余裕をもたせなければならい。（パ

ンクはよく起こる。でもアフガン人のド

ライバーはみんなJAFに推薦したいくら

い腕がいいので10分で直してくれる。）

マザールまであと30分のところにタ

シュクルガンというきれいなオアシスの

村がある。夏の盛りはいちじくが特産で、

秋からはざくろである。初物のざくろが

路上販売されていたので、購入。私は1

キロ60アフガニ（1ドル＝50アフガニ）

で買ったのに、隣の売店ではドライバー

が1キロ45アフガニで買っていた。く、

くやしい。もちろん、地元民の値段交渉

にかなうわけはないのでこれも国際貢献

と思ってあきらめる。

宿舎についたのは6時50分。長い一日

だった。食後のデザートはざくろであっ

た。

ニーズを反映させた、開発政策なり開発

プロジェクトを策定するように」と訴え

続けることである。

アフガニスタンへのエール

僕はアフガン人がたまらなく好きであ

る。それが道端のメロン行商人であれ、

帰還難民であれ、とにかく彼らを見てい

るだけで退屈しない。こんなに魅力的で

ダイナミックな人たちも珍しい。今年に

入りタリバンや他の反政府勢力の活動が

一部の地域で一段と活発になり、それに

対する軍事活動が激化している。いまや

アフガニスタンは最も混乱し、かつ挑発

的な時期を迎えている。これをどう乗り

越えるかはアフガン人自身の決断と国際

社会の「適切で的確」な支援にかかって

いる。

大きな事務所の副代表ともなると、残

念なことに難民や帰還民と直接に接する

機会が少なくなる。そこでマザリシャリ

フとカンダハールの最前線で帰還難民や

国内避難民支援に活躍する二人の元気な

日本人女性職員、福村さんと柏さんに

日々の現場でのUNHCRの活動を紹介し

てもらうことにする。

村田圭介
UNHCR
アフガニスタン事務所
副代表

1953年生まれ、関西出
身、射手座、A型。
大阪音楽大学作曲学科
を経て（才能がないとわ

かったので中退）米国に留学。
1979年ボストン大学国際経営学部卒業。
1980年三菱商事に入社。
1985年三菱商事を退職しUNHCRラオス事務
所にJPOとして着任。
以後タイ、ジュネーブ本部（2回赴任）、バングラ
デシュ、クロアチア、ヴェトナム、スリランカを経
て現在アフガニスタン勤務。


